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６
月
27
日
、
第
18
回
通
常
総
会
が
高

根
沢
町
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
栃
木
県
農

政
部
畜
産
振
興
課
熊
田
課
長
を
来
賓
に

迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
先
立
ち
、
臼
井
組
合
長
か
ら

本
年
４
月
よ
り
飲
用
向
け
・
発
酵
向
け

乳
価
が
４
円
上
が
り
比
較
的
好
調
な
酪

農
環
境
の
中
、
日
々
安
全
・
安
心
な
良

質
乳
生
産
へ
の
尽
力
に
対
し
て
の
敬
意

と
感
謝
、昨
年
４
月
か
ら
「
新
畜
安
法
」

が
施
行
さ
れ
、
組
合
員
全
員
の
委
託
を

受
け
る
事
が
で
き
た
事
は
、
組
合
へ
の

期
待
の
裏
返
し
で
あ
り
、
負
託
に
応
え

る
よ
う
努
力
す
る
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
酪
農
家
の
体
質
強
化
が
喫
緊

の
課
題
と
認
識
し
１
０
８
，
３
５
７
千

円
の
緊
急
酪
農
生
産
基
盤
強
化
対
策
、

後
継
牛
安
定
対
策
費
１
１
，
９
６
３
千

円
、
育
成
牛
に
対
す
る
支
援
対
策
費

５
４
，
９
０
８
千
円
の
対
策
が
措
置
で

き
た
事
は
組
合
に
結
集
す
る
組
合
員
全

員
の
力
で
あ
る
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
令
和
元
年
度
は
第
５
期
中

期
構
想
の
２
年
目
と
な
る
が
、
一
層
の

生
乳
生
産
を
継
続
し
、
酪
農
生
産
基
盤

の
確
立
に
向
け
、
組
合
員
の
皆
様
と
共

に
一
体
感
を
持
っ
て
組
合
運
営
に
取
り

組
む
所
存
と
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

　
議
長
団
に
は
、
佐
々
木
昇
氏
（
那
須

塩
原
市
）
石
﨑
忠
良
氏
（
真
岡
市
）
の

両
名
が
選
任
さ
れ
、
円
滑
に
議
事
を
進

行
し
て
頂
き
全
議
案
と
も
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
終
了
後
、
松
山
副
組
合
長
の
閉

会
宣
言
に
よ
り
通
常
総
会
を
終
了
し
ま

し
た
。

当
日
の
出
席
状
況

　
組
合
員
数	

５
２
１
名

　
本
人
・
代
理
人
出
席
数	

１
２
７
名

　
書
面
議
決	

３
７
７
名

主
な
質
疑
・
意
見
要
望
事
項

①	

　
第
33
条
（
監
事
の
職
務
）
変
更

に
つ
い
て

②
　
来
年
度
の
出
資
配
当
に
つ
い
て

③	

　
購
買
利
用
推
進
女
性
研
修
会
の

実
施
効
果
に
つ
い
て

④	

　
ヘ
ル
パ
ー
事
業
・
検
定
事
業
協

力
依
頼
に
つ
い
て

　
通
常
総
会
に
先
立
ち
、
乳
質
共
励
会

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
方
々
に
は
、
敬
意
を
表

し
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
18
回
通
常
総
会
開
催

議長団
左より佐々木昇 氏、石﨑忠良 氏

以上、32名の方々が第17回乳質共励会において特に優秀な成績を
収められました。※敬称略

表彰区分 支所名 組	合	員	名 連続賞 組合外表彰

最優秀賞

那須高原 前田　宏幸 ３年連続 県 知 事 賞

宇 都 宮 植木　　靖 ３年連続 県 知 事 賞

宇 都 宮 駒場　　久 ８年連続 県 知 事 賞

優秀賞

県 南 伊沢　琢磨 ２年連続 農政部長賞

県 南 大木　宏泰 農政部長賞

那須高原 ㈱桃井牧場 ５年連続

那須高原 小針　結城 ２年連続

那須高原 加藤　拓央

宇 都 宮 羽田　光論

那須高原 後藤　　浩

宇 都 宮 大野　雅美

県 南 柳　　吉成

那須高原 室井　忠次 2年連続

那須高原 高柳　智紀 2年連続

優良賞

那須高原 菊地　　勇

那須高原 大関　一男

那須高原 人見　浩美

那須高原 蓮見　晴明

那須高原 太田　　翼

那須高原 摩庭　達彦

那須高原 斎藤　　章

那須高原 人見　政博

宇 都 宮 小野田耕吉

宇 都 宮 ㈱シルクランド
ファーム

那須高原 人見　寛昭

宇 都 宮 山本　　修

県 南 松山　秀夫

那須高原 高橋　　昭

那須高原 高久　　誠

宇 都 宮 黒尾　賢一

宇 都 宮 物井　　通

県 南 上野　敬子

第17回乳質共励会表彰者名簿

第
17
回
乳
質
共
励
会
表
彰

最優秀賞・知事賞
駒場　　久 氏（８年連続）
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那
須
高
原
支
所

函
館
・
ロ
マ
ン
の
旅
研
修
会
開
催

　
女
性
会
塩
原
・
西
那
須
野
支
部
（
中

村
典
子
支
部
長
）
で
は
、
７
月
３
日
、

４
日
に
北
海
道
函
館
方
面
へ
の
研
修
旅

行
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
他
の
女
性
会
支
部
員
と
の

交
流
、
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
支
部
員

15
名
と
大
田
原
支
部
員
４
名
の
参
加
も

あ
り
合
同
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
新
幹
線
で
の
移
動
で
、
青

函
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
函
館
新
北
斗
駅

に
て
観
光
バ
ス
と
合
流
、
昼
食
を
済
ま

せ
た
の
ち
、
函
館
戦
争
の
舞
台
で
も

あ
っ
た
五
稜
郭
公
園
を
散
策
し
ま
し

た
。
五
稜
郭
タ
ワ
ー
の
展
望
台
か
ら
は

足
元
の
五
稜
郭
公
園
を
は
じ
め
、
函
館

山
や
津
軽
海
峡
を
一
望
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ト
ラ
ピ
ス
チ
ヌ
修
道
院
を

見
学
し
、
宿
泊
先
の
湯
の
川
温
泉
に
到

着
し
ま
し
た
。
夕
方
の
お
食
事
は
バ
イ

キ
ン
グ
料
理
で
、
港
町
函
館
の
新
鮮
な

海
の
幸
と
、
季
節
ご
と
に
味
わ
え
る
旬

の
食
材
を
使
用
し
た
様
々
な
料
理
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
夕
食
後
は
、
世
界
三
大
夜
景
の
ひ
と

つ
で
も
あ
る
、
函
館
の
夜
景
を
見
に
、

観
光
バ
ス
に
乗
り
宿
を
出
発
。
函
館
で

は
連
日
雨
雲
が
広
が
り
、
夜
景
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
る
か
不
安
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

　
前
組
合
長
　
坂
主
正
氏
の
黄
綬
褒
章

受
章
祝
賀
会
が
７
月
11
日
、
臼
井
勉
酪

農
と
ち
ぎ
代
表
理
事
組
合
長
が
発
起
人

代
表
と
な
り
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

「
天
平
の
間
」
に
お
い
て
、
栃
木
県
農

政
部
を
は
じ
め
関
係
者
約
百
余
名
が
参

加
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
祝
賀
会
は
、
臼
井
勉
発
起
人
代
表
挨

拶
に
は
じ
ま
り
、
川
嶋
一
久
専
務
理
事

か
ら
功
績
披
露
、
福
田
富
一
栃
木
県
知

事
（
代
読
）、
砂い

さ

ご金
甚
太
郎
全
酪
連
会

長
（
代
読
）、
菊
池
一
郎
関
東
生
乳
販

連
代
表
理
事
会
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　
続
い
て
、
記
念
品
、
花
束
が
贈
ら

れ
、
坂
主
正
氏
よ
り
、「
今
回
の
受
章

は
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
皆
様
を
は
じ

め
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
多

く
の
方
々
の
御
教
示
の
賜
物
で
あ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
褒
章
受
章
に

甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、
酪
農
、
そ
の
他

事
業
に
尽
力
し
た
い
。」
と
謝
辞
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
津
久
井
富
雄
大
田
原
市

長
の
乾
杯
の
発
声
で
祝
宴
と
な
り
ま
し

た
。

　
坂
主
正
氏
は
、
昭
和
40
年
高
校
を
卒

業
す
る
と
、
家
業
で
あ
る
農
業
経
営
に

従
事
し
循
環
農
法
に
基
づ
い
た
「
デ
ン

マ
ー
ク
農
業
」
に
取
り
組
む
た
め
新
た

に
乳
牛
１
頭
を
導
入
し
酪
農
を
開
始
し

ま
し
た
。
以
来
、
酪
農
経
営
に
情
熱
を

注
ぐ
と
と
も
に
地
域
の
農
業
後
継
者
の

中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
氏
の
真
摯
な
姿
勢
と
卓
抜

し
た
行
動
力
が
評
価
さ
れ
、
昭
和
54
年

に
は
、
那
珂
川
牛
群
検
定
組
合
初
代
組

合
長
と
し
て
平
成
３
年
ま
で
運
営
に
携

わ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
六
次
産
業
化
に
取
り
組
み
、

平
成
９
年
に
「
㈲
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ン
フ
ァ
ー

ム
」
を
設
立
し
発
酵
乳
の
製
造
・
販
売

を
開
始
し
、
地
産
地
消
に
取
り
組
み
、

酪
農
か
ら
生
ま
れ
る
堆
肥
の
有
効
活
用

を
図
り
循
環
農
法
の
確
立
に
向
け
、
新

た
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
産
に
も
取
り
組

み
、
那
須
地
域
の
特
産
品
と
し
て
一
大
産

地
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
12
年
那
須
高
原
酪
農
業
協
同
組

合
の
設
立
発
起
人
と
し
て
設
立
に
参
画

し
、
理
事
に
推
挙
さ
れ
広
域
合
併
を
進

め
る
べ
く
積
極
的
に
取
り
組
み
、
栃
木

県
下
六
酪
農
協
の
広
域
合
併
を
実
現
さ

れ
ま
し
た
。
平
成
13
年
８
月
１
日
に
設

立
さ
れ
た
酪
農
と
ち
ぎ
農
業
協
同
組
合

の
理
事
に
就
任
さ
れ
、
そ
の
後
代
表
理

事
副
組
合
長
に
就
任
し
、
平
成
26
年
７

月
か
ら
は
代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
現

場
第
一
主
義
に
基
づ
い
た
組
合
員
ニ
ー

ズ
の
吸
い
上
げ
に
努
め
、
良
質
自
給
飼

料
の
確
保
を
図
る
た
め
、「
㈱
酪
農
と

ち
ぎ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
」
を
設
立
し
、

組
合
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
き
に
、
産
業
振
興
功
労
と
し
て
県

知
事
表
彰
を
受
け
ら
れ
、
こ
の
度
は
、

酪
農
・
畜
産
の
振
興
と
発
展
に
多
大
な

貢
献
を
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
黄
綬
褒
章

の
栄
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

　
皆
様
と
と
も
に
心
よ
り
功
績
を
讃

え
、
坂
主
正
氏
の
益
々
の
ご
活
躍
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

前
組
合
長

坂
主
正
氏
に
黄
綬
褒
章

ホテルニューイタヤ　
「天平の間」において ▼

▲坂主正氏による挨拶
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最
高
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
夜
景
を
眺

め
る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ
ん
夜
景
の
美

し
さ
に
感
動
さ
れ
て
い
る
ご
様
子
で
し

た
。

　
２
日
目
の
朝
は
、
活
気
あ
ふ
れ
る
函

館
の
朝
市
に
て
、
夕
張
メ
ロ
ン
を
試
食

し
つ
つ
、
新
鮮
な
海
鮮
物
を
お
土
産
に

購
入
し
た
の
ち
、
教
会
群
や
八
幡
坂
等

が
あ
る
元
町
を
、
散
策
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
金
森
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
で
の

自
由
時
間
で
は
、
思
い
思
い
に
お
買
い

物
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
昼
過
ぎ
に
函
館
の
地
を
後
に
、
新
幹

線
で
の
帰
路
の
途
中
、
仙
台
駅
に
途
中

下
車
し
夕
食
を
と
り
、
無
事
栃
木
へ

帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
充
実
し
た
２
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
、
日
々
の
英
気
を
養
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
普
段
あ
ま
り

お
話
す
る
機
会
が
少
な
い
、
大
田
原
支

部
の
皆
さ
ん
と
も
交
流
で
き
、
実
り
あ

る
研
修
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

「
健
康
を
守
る
牛
乳
」
研
修
会
開
催

　
女
性
会
那
須
支
部
（
竹
内
禮
子
支
部

長
）
は
、
７
月
５
日
に
那
須
高
原
支
所

会
議
室
に
て
、
支
部
員
25
名
の
参
加
の

も
と
、
一
般
社
団
法
人
Ｊ
ミ
ル
ク
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
池
上
秀
二
氏
を

お
招
き
し
、
牛
乳
の
健
康
効
果
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
Ｊ
ミ
ル
ク
で
は
様
々
な
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
、
消
費

者
の
酪
農
家
に
対
す
る
印
象
に
つ
い
て

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
調
査
結
果

で
は
、
プ
ラ
ス
面
に
つ
い
て
、
社
会
性

が
あ
り
、
愛
情
深
さ
、
仕
事
へ
の
姿
勢

に
つ
い
て
尊
敬
と
感
謝
と
い
っ
た
印
象

を
持
た
れ
て
い
る
反
面
、
経
済
動
物
と

分
か
っ
て
い
る
が
、
動
物
を
モ
ノ
と
し

て
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
労
働
が

厳
し
い
な
ど
と
マ
イ
ナ
ス
の
印
象
も
あ

げ
ら
れ
ま
し
た
。
Ｊ
ミ
ル
ク
で
は
こ
の

よ
う
な
調
査
を
も
と
に
、
ウ
ェ
ブ
や
情

報
誌
に
よ
る
酪
農
家
を
は
じ
め
酪
農
や

牛
乳
に
携
わ
る
人
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
を

発
信
し
、
よ
り
酪
農
家
と
消
費
者
を
結

び
付
け
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
ま
す
。
最
近
で
は
、
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
に
よ
る
店
頭
で
の
牛
乳
不
足

や
、
生
乳
出
荷
が
出
来
な
い
状
況
を
メ

デ
ィ
ア
で
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
影
響

で
、
酪
農
家
へ
の
共
感
度
が
上
が
り
、

牛
乳
の
消
費
率
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　
高
齢
化
社
会
に
伴
い
、
牛
乳
と
運

動
は
、
身
体
を
守
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
こ
と
を
池
上
氏
よ
り
教
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
牛
乳
と
言
え

ば
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
豊
富
な
イ
メ
ー
ジ

で
す
が
、
実
は
筋
肉
を
作
り
出
す
重

要
な
ア
ミ
ノ
酸
（
た
ん
ぱ
く
質
の
も

と
）
が
豊
富
に
含
ま
れ
、
大
豆
た
ん
ぱ

く
質
に
比
べ
体
内
で
筋
肉
を
つ
く
る
ス

ピ
ー
ド
が
上
が
り
や
す
く
、
効
果
も
よ

り
長
く
続
き
ま
す
。
特
に
栄
養
吸
収
率

が
高
い
〝
運
動
後
30
分
以
内
に
コ
ッ
プ

１
杯
の
牛
乳
〟
を
飲
む
こ
と
が
推
奨
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
と
と
も
に
食
事

量
が
減
少
す
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
摂

取
量
低
下
は
、
筋
肉
活
動
量
の
低
下
に

繋
が
り
、
認
知
症
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

に
な
る
危
険
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
牛

乳
を
飲
ん
で
軽
い
運
動
を
す
る
こ
と
で

血
液
循
環
と
代
謝
機
能
が
促
進
し
、
健

康
な
身
体
が
生
み
出
さ
れ
、
病
気
予
防

に
繋
が
る
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
も
明
け
暑
熱
時
期
、

農
繁
期
を
迎
え
ま
す
。
熱
中
症
対
策
、

疲
労
回
復
の
た
め
、
牛
乳
を
飲
ん
で
大

変
な
時
期
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！
ま

た
、
酪
農
家
自
ら
が
牛
乳
の
効
能
を
発

信
す
る
こ
と
で
、
沢
山
の
人
に
牛
乳
を

取
り
入
れ
て
も
ら
う
機
会
が
ど
ん
ど
ん

増
え
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。

宇
都
宮
支
所

女
性
会
研
修
会
を
開
催

●
那
須
南
支
部
研
修
会

　
女
性
会
那
須
南
支
部
（
興
野
礼
子
支

部
長
）
で
は
、
７
月
３
日
に
17
名
の
参

加
の
も
と
、
東
京
方
面
へ
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
豊
洲
に
あ
る
「
チ
ー
ム
ラ
ボ

プ
ラ
ネ
ッ
ツ
」
で
す
。
巨
大
な
作
品
の

中
を
裸
足
に
な
っ
て
歩
く
こ
と
が
で

き
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
ク
リ
ス
タ
ル
電
飾
や
プ

ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
用
い

た
映
像
美
に
一
同
幻
想
的
な
世
界
に
引

き
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
次
に
向
か
っ
た
の
は
、
汐
留
の
劇
団

四
季
「
海
」
で
ア
ラ
ジ
ン
を
観
賞
し
ま

し
た
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
で
大
ヒ
ッ
ト

し
て
い
る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
最
新
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
日
本
版
と
し
て
上
演
し
て
い

ま
す
。
ア
ニ
メ
や
映
画
の
世
界
観
は
そ

の
ま
ま
で
、
迫
力
あ
る
、
そ
し
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し「チームラボプラネッツ」にて

五稜郭タワー前にて

牛乳の健康効果を学ぶ
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た
。

　
早
朝
か
ら
の
研
修
で
疲
れ
も
あ
り
ま

し
た
が
、
バ
ス
車
内
も
会
話
が
途
切
れ

る
こ
と
な
く
、
充
実
し
た
研
修
会
と
な

り
、
仕
事
を
忘
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
た
楽
し
い
１
日
と
な
り
、
今
後
の
活

力
と
な
り
ま
し
た
。

●
女
性
会
塩
谷
支
部
研
修
会

　
女
性
会
塩
谷
支
部
（
加
藤
京
子
支
部

長
）
で
は
、
７
月
４
日
に
10
名
参
加
の

も
と
、
豊
洲
市
場
青
果
棟
と
国
会
議
事

堂
見
学
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
豊
洲
市
場
は
、
青
果
棟
の
み
の
見
学

で
し
た
が
、
卸
エ
リ
ア
は
平
床
式
の
完

全
封
鎖
型
で
、
空
調
管
理
が
し
っ
か
り

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
自
動
立
体
低
温
冷

蔵
庫
や
自
動
垂
直
運
搬
送
機
等
最
新
の

設
備
に
は
驚
く
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

次
に
向
か
っ
た
の
は
、
17
年
の
歳
月
を

か
け
て
作
ら
れ
た
国
会
議
事
堂
で
す
。

国
会
議
事
堂
に
は
、
外
国
製
の
も
の
が

３
つ
あ
る
そ
う
で
す
。
一
つ
は
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
、
二
つ
目
は
ド
ア
ノ
ブ
の

鍵
、
そ
し
て
三
つ
目
は
廊
下
に
あ
る
ポ

ス
ト
で
、
こ
れ
は
今
も
使
わ
れ
て
い
て

投
函
す
る
と
地
下
に
集
め
ら
れ
る
そ
う

で
す
。
今
回
、
衆
議
院
議
員
の
簗
先
生

の
ご
厚
意
で
普
段
見
学
出
来
な
い
部
屋

も
見
せ
て
頂
け
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

が
楽
し
ま
れ
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
支
部
会
員
同
士
の
親
睦
と

意
識
向
上
を
図
れ
る
様
な
活
動
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

県
南
支
所

女
性
会
２
支
部
が

〝
食
〟
関
連
の
工
場
を
視
察

●
キ
ュ
ー
ピ
ー
五
霞
工
場
視
察

　
７
月
３
日
、
女
性
会
芳
賀
支
部
（
小

林
峰
子
支
部
長
）
で
は
18
名
参
加
の
も

と
、
茨
城
県
の
キ
ュ
ー
ピ
ー
五
霞
工
場

を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
同
工
場
は
、

昭
和
47
年
に
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
と
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
製
造
の
工
場
と
し
て
作
ら
れ
、
従

業
員
２
，
３
０
０
名
、
２
交
代
で
稼
働

し
て
い
ま
す
。工
場
内
は
機
械
化
さ
れ
、

安
全
・
安
心
な
製
品
の
製
造
に
注
力
さ

れ
て
い
ま
す
。
視
察
時
に
は
、特
に〝
１

分
間
に
卵
を
６
０
０
個
割
卵
す
る
〟
機

械
を
見
て
、
参
加
者
一
同
そ
の
速
さ
に

感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
工
場
視
察
の
ほ
か
「
道
の

駅
さ
か
い
」
に
て
、
地
元
の
食
材
と
麹

を
用
い
た
、
地
域
性
豊
か
な
食
事
も
楽

し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
移
動
中
の
バ
ス

車
中
で
は
、
今
後
立
ち
上
げ
る“

女
性

後
継
者
等
の
集
い
〟
に
向
け
協
力
依
頼

す
る
な
ど
、
地
域
活
性
化
の
話
題
も
出

て
、有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

●
グ
リ
コ
・
ピ
ア
イ
ー
ス
ト
視
察

　
７
月
８
日
、
女
性
会
河
内
南
部
・
下

都
賀
支
部
（
坂
本
三
枝
子
支
部
長
）
で

は
12
名
参
加
の
も
と
、
埼
玉
県
の
グ
リ

コ
・
ピ
ア
イ
ー
ス
ト
（
グ
リ
コ
菓
子
工

場
）
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
同
工
場

は
従
業
員
５
０
０
名
、
３
交
代
で
稼
働

し
、１
日
に
ポ
ッ
キ
ー
７
万
箱
、プ
リ
ッ

ツ
２
万
箱
を
製
造
し
て
い
ま
す
。
視
察

時
に
は
、
ポ
ッ
キ
ー
の
原
料
混
合
か
ら

仕
上
げ
・
包
装
ま
で
の
生
産
ラ
イ
ン
を

見
た
ほ
か
、
途
中
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
楽
し
み
な
が
ら
視
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
視
察
と
併
せ
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮
で
お
洒
落
な
食
事
を
楽
し
み
、
十

分
に
満
喫
さ
れ
ま
し
た
。

　〝
食
べ
て
学
ん
で
〟
思
い
出
に
残
る

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
」
研
修
会

　
７
月
19
日
、
支
所
活
動
推
進
協
議
会

（
大
瀧
信
夫
会
長
）
主
催
の
研
修
会
が
、

県
南
支
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師

に
は
、
齋
藤
税
理
士
事
務
所
の
齋
藤
譲
一

氏
（
酪
農
と
ち
ぎ
顧
問
税
理
士
）
を
お

招
き
し
、
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に

つ
い
て
、
39
名
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
制
度
は
10
月
１
日
か
ら
実
施
予
定

で
あ
り
、
受
講
者
は
制
度
内
容
や
今
後

の
対
応
に
つ
い
て
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
員
か
ら
の

事
前
質
問
に
対
す
る
回
答
も
し
て
頂

き
、
よ
り
具
体
的
に
学
べ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
今
回
の
研
修
会
を
通
し
、
帳
簿
の
記

帳
や
申
告
書
作
成
の
一
助
に
繋
が
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

国会議事堂内にて

キューピー五霞工場にて

グリコ・ピアイーストにて

支所活動推進協議会研修会
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※
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
情
勢

　
今
年
度
は
冷
涼
な
気
候
で
あ
っ
た
た

め
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
ベ
ー
ス
ン
南
部
で
は

例
年
に
比
べ
２
週
間
ほ
ど
遅
い
５
月
下

旬
か
ら
刈
取
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
私

が
訪
れ
た
６
月
18
日
に
は
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
ベ
ー
ス
ン
、
エ
レ
ン
ズ
バ
ー
グ
共
に

１
番
刈
り
の
収
穫
は
ほ
ぼ
終
了
し
て
い

ま
し
た
。
刈
取
り
初
期
は
良
い
天
気
で

し
た
が
、
開
始
ま
も
な
く
10
日
間
ほ
ど

雨
が
続
い
た
影
響
で
、
刈
り
遅
れ
品
や

雨
当
た
り
品
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

今
年
の
特
徴
と
し
て
、
例
年
よ
り
も
茎

が
固
く
全
般
的
に
ド
ラ
イ
な
傾
向
が
あ

り
、成
分
の
低
め
な
品
が
多
く
発
生
し
、

プ
レ
ミ
ア
ム
成
分
の
品
は
限
定
的
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
刈
り
取
り
適

期
を
過
ぎ
た
圃
場
が
多
い
た
め
、
例
年

よ
り
も
反
収
が
高
い
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。
グ
レ
ー
ド
割
合
と
し
て
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
ベ
ー
ス
ン
の
プ
レ
ミ
ア
ム
品
発

生
率
は
15
～
20
％
、
そ
れ
以
外
の
80
～

85
％
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
品
以
下
と
い
う

こ
と
で
し
た
。
18
年
産
の
キ
ャ
リ
ー
は

ほ
と
ん
ど
無
く
、
全
体
で
プ
レ
ミ
ア
ム

品
不
足
に
な
る
と
の
こ
と
で
、
ニ
ュ
ー

ク
ロ
ッ
プ
か
ら
の
価
格
動
向
は
強
含
み

で
推
移
す
る
も
よ
う
で
す
。
２
番
刈
り

に
つ
い
て
は
既
に
始
ま
っ
て
い
ま
し
た

が
、
ま
だ
工
場
に
は
搬
入
さ
れ
て
お
ら

ず
、
２
番
刈
の
初
搬
入
は
２
～
３
週
間

後
に
な
る
見
込
み
で
す
。
１
番
刈
り
プ

レ
ミ
ア
ム
品
が
全
体
的
に
少
な
い
為
、

２
番
刈
り
プ
レ
ミ
ア
ム
品
に
買
付
が
集

中
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
更
に
価
格
が

高
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
現
地
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
は
危
惧
し
て
い
ま
し
た
。

＊
チ
モ
シ
ー
情
勢

　
１
番
刈
の
収
穫
は
、
生
育
に
適
し
た

冷
涼
な
気
候
と
乾
燥
時
の
強
い
風
の
影

響
で
水
分
調
整
も
長
引
か
ず
、
良
品
が

多
数
発
生
し
て
い
ま
す
。
見
た
目
に
も

綺
麗
な
プ
レ
ミ
ア
ム
デ
イ
リ
ー
グ
レ
ー

ド
が
多
く
生
産
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
ニ
ュ
ー
ク
ロ
ッ
プ
か
ら
の
価
格
動

向
に
つ
い
て
は
弱
ま
る
見
込
み
と
の
情

報
で
す
。

業
務
部

酪
農
と
ち
ぎ
青
年
部

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　
７
月
３
日
、
に
し
な
す
の
運
動
公
園

に
お
い
て
、
青
年
部
（
山
本
訓
部
長
）

主
催
令
和
元
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
、
各
支
部
よ
り
８
チ
ー
ム

約
１
１
０
名
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

　
連
日
の
降
雨
も
前
日
ま
で
に
落
ち
着

き
、
当
日
は
所
々
雲
の
切
れ
目
か
ら
陽
の

光
が
差
し
込

む
良
い
天
気

の
中
、
白
熱

し
た
試
合
が

展
開
さ
れ
ま

し
た
。
大
会

を
通
し
歓
声

と
笑
い
の
中

で
、
相
互
の

親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
試
合
は
２
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
り
行
わ

れ
、
塩
原
・
西
那
須
野
チ
ー
ム
、
大
田

原
チ
ー
ム
が
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。
試
合

結
果
は
右
表
の
通
り
で
す
。
選
手
と
応

援
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州
産
粗
飼
料
検
品
リ
ポ
ー
ト

６
月
16
日
か
ら
９
日
間
訪
問

購
買
企
画
課
係
長
　
会
沢
　
健
作

ブロック 優勝 準優勝 第 3 位 第 4 位

Ａブロック 塩原
西那須野

河内南部
下都賀

芳賀合同
黒磯Ａ 那須

Ｂブロック 大田原 那須南 塩谷宇河
今市合同 黒磯Ｂ

令和元年度青年部本部ソフトボール大会結果
開催場所：那須塩原市　にしなすの運動公園
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生
乳
受
託
課

　
令
和
元
年
６
月
度
の
組
合
生
乳
生

産
量
は
、
昨
年
同
月
乳
量
と
比
較
し

99
・
０
％
（
１
万
９
６
１
９
ｔ
）
と

春
産
み
頭
数
の
減
少
も
あ
り
７
ヶ
月

振
り
に
前
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
各

支
所
の
受
入
乳
量
は
、
那
須
高
原
支

所
１
万
２
８
４
１
ｔ
（
前
年
比
98
・

７
％
）、宇
都
宮
支
所
２
４
３
５
ｔ
（
同

97
・
２
％
）、
県
南
支
所
４
３
４
３
ｔ

（
同
１
０
１
・
０
％
）
と
な
り
、
出
荷

者
数
は
、
前
年
同
月
よ
り
15
戸
減
の

３
９
８
戸
（
内
、
学
校
は
１
校
）
と

４
０
０
戸
を
割
り
ま
し
た
。

　
６
月
度
の
組
合
平
均
乳
質
は
、
脂
肪

率
３
・
73
％
（
前
年
差
＋
０
・
03
％
）、

無
脂
固
形
分
率
８
・
75
％
（
同
＋
０
・

01
％
）、体
細
胞
数
20
・
09
万
（
同
▲
０
・

44
万
）
と
各
々
前
年
を
上
回
る
好
成
績

と
な
り
ま
し
た
。

　
関
東
生
乳
販
連
の
６
月
総
受
託
乳

量
は
８
万
７
３
６
１
ｔ
（
前
年
比
96
・

６
％
）
と
な
り
、
24
ヶ
月
連
続
し
前
年

を
下
回
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　
用
途
別
の
販
売
数
量
は
、
飲
用
向

け
96
・
８
％
と
生
産
量
並
み
に
推
移
、

は
っ
酵
乳
向
け
は
99
・
３
％
と
堅
調
に

推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
の
全
国
の
生
産
量
は
、
北
海
道

が
前
年
比
１
０
１
・
１
％
と
４
ヶ
月
連

続
し
前
年
を
上
回
り
ま
し
た
が
、
都
府

県
は
96
・
６
％
と
低
迷
し
45
ケ
月
連
続

前
年
を
下
回
り
、
全
国
の
生
産
量
も

99
・
１
％
と
10
ケ
月
連
続
で
前
年
を
下

回
り
ま
し
た
。

　
尚
、
令
和
元
年
６
月
の
生
産
量
・
乳

質
、
関
東
生
乳
販
連
の
用
途
別
販
売
数

量
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

令和元年度　関東生乳販連用途別販売数量　（単位：kg・％）

用　　途 ６月期実績 前年同期実績 前年比 ６月末実績（累計） 前年同期実績 前年比

飲 用 牛 乳 向 け 69,035,875	 71,308,448	 96.8	 209,963,260	 215,353,957	 97.5	

（ う ち 学 校 向 け ） 12,417,063	 12,906,740	 96.2	 32,469,613	 34,592,419	 93.9	

は っ 酵 乳 向 け 12,569,954	 12,657,342	 99.3	 38,885,279	 38,231,733	 101.7	

脱粉・バター等向け 4,524,622	 4,997,913	 90.5	 20,266,055	 21,977,316	 92.2	

（うち委託加工向け） 0	 0	 － 0	 0	 －

生 ク リ ー ム 向 け 1,167,317	 1,396,867	 83.6	 3,883,629	 4,493,668	 86.4	

チ ー ズ 向 け 63,642	 59,490	 107.0	 191,142	 190,844	 100.2	

全 乳 哺 育 向 け 0	 0	 － 0	 0	 －

総 受 託 乳 量 87,361,410	 90,420,060	 96.6	 273,189,365	 280,247,518	 97.5	

脱粉・バター等向け比率 5.18	 5.53	 － 7.42	 7.84	 －
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５
月
度
理
事
会
（
５
月
31
日
）

報
告
事
項

㈠
　
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

㈡
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈣
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈤
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
平
成
30
年
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　
剰
余
金
処
分
に
つ
い
て
（
案
）

㈢
　	

平
成
30
年
度
乳
質
共
励
会
表
彰

（
案
）
に
つ
い
て

㈣
　
４
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈤
　
外
部
団
体
等
の
役
員
推
薦
に
つ
い
て

６
月
度
理
事
会
（
６
月
28
日
）

報
告
事
項

㈠
　
業
務
経
過
報
告
に
つ
い
て

㈡
　
組
合
資
金
貸
付
に
つ
い
て

㈢
　
組
合
プ
ー
ル
乳
価
に
つ
い
て

㈣
　
関
東
生
乳
販
連
情
報
に
つ
い
て

協
議
事
項

㈠
　
５
月
度
事
業
実
績
に
つ
い
て

㈡
　
理
事
報
酬
の
配
分
に
つ
い
て

㈢
　
夏
季
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

㈣
　	

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
更
新
に
つ

い
て

㈤
　	

ふ
れ
あ
い
牧
場
育
成
牛
舎
建
設
委

員
会
設
立
に
つ
い
て

《
令
和
元
年
度
支
所
事
業
》

　
各
支
所
に
お
い
て
、
支
所
活
動
推
進

協
議
会
が
開
催
さ
れ
以
下
の
事
業
が
決

定
致
し
ま
し
た
。

【
那
須
高
原
支
所
】

●
６
月
11
日
　
花
の
苗
配
布

（
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
ブ
ル
ー
サ
ル

ビ
ア
を
配
布
）

●
８
月
６
日
　
第
17
回
那
須
高
原

野
外
パ
ー
テ
ィ
ー

組
合
員
間
の
親
睦
交
流
を
深
め
る
た

め
、
那
須
町
共
同
利
用
模
範
牧
場

に
て
野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
（
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
お
楽
し
み
抽
選
会
等
）

●
12
月
　
全
体
研
修
会
（
講
演
会
）

●
２
月
　
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

※
全
体
研
修
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

に
つ
い
て
の
日
程
等
詳
細
に
つ
い
て

は
、
後
日
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

【
宇
都
宮
支
所
】

●
８
月
９
日
　
支
所
全
体
交
流
会

支
所
前
広
場
に
て
開
催

（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
お
楽
し
み
抽
選

会
等
）

●
10
月
　
花
の
苗
配
布

●
11
月
　
第
１
回
全
体
研
修
会

　
内
容

：

未
定

●
2
月
　
第
２
回
全
体
研
修
会

　
内
容

：

未
定

詳
細
は
、
10
月
の
役
員
会
で
決
定
し

ま
す
。

【
県
南
支
所
】

●
年
度
内
随
時
　
青
色
申
告
学
習
会

組
合
員
の
根
本
壽
一
氏
（
ソ
リ
マ
チ

農
業
ソ
フ
ト
認
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

と
大
阿
久
善
之
氏
（
青
色
申
告
指
導

員
）
が
、
記
帳
指
導
及
び
青
色
申
告

決
算
書
の
作
成
を
指
導

●
７
月
19
日
　
全
体
研
修
会

　
内
容

：

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度

講
師

：

組
合
顧
問
税
理
士齋

藤
譲
一
氏

●
11
月
上
旬
　
花
の
苗
配
付

●
３
月
上
旬
　
確
定
申
告
相
談
会

　
組
合
顧
問
税
理
士
に
よ
り
実
施

●
３
月
下
旬
　
全
体
交
流
会

（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
お
楽
し
み
抽
選

会
）

お
知
ら
せ

組
合
員
加
入
の
ご
案
内

　
酪
農
と
ち
ぎ
は
、
組
合
員
の
皆
様
の

力
と
出
資
金
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
年
々
組
合
員
数
が
減
少
し
て

い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
今
年
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
増
加

に
転
じ
ま
す
よ
う
、
皆
様
の
ご
加
入
を

お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
一
口
一
〇
〇
〇
円
の
出
資
か
ら
加
入

可
能
で
す
。
酪
農
に
従
事
さ
れ
て
い
る

ご
家
族
の
方
等
の
加
入
を
是
非
ご
検
討

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

６月度　ホクレン初妊牛市場成績　〔単位：千円（税込）〕

市場名 開催日 出場頭数 成立頭数 取引率 平均価格
（そのうち ET 牛）

出場頭数 成立頭数 平均価格

釧 路 ６月12日 265 126 47.5% 711 10 6 913

根 室 ６月13日 450 301 66.9% 703 50 36 929

豊 富 ６月14日 254 161 63.4% 723 4 3 897

北 見 ６月19日 375 251 66.9% 682 12 7 757

十 勝 ６月20日 682 612 89.7% 785 115 104 953

合 計 2,026 1,451 71.6% 721 191 156 890

前 月 2,562 1,568 61.2% 808 272 184 928

前年同月 1,841 1,582 85.9% 917 177 164 1,078

　初妊牛の今後の動向は 10 月～ 11 月分娩が中心となります。今年の４～６月は、昨年と比較してもかなりの値下げ
基調となり、４月平均 915 千円だった相場が６月は上記の通り 721 千円と 200 千円近く下落しています。夏産み分娩
腹での需要減の他、道内外のメガ・ギガファームの引き合いが弱まった事や、補助事業などによる乳牛資源増が複
雑に影響した結果、今回の相場下落につながったものと思われます。今後は秋分娩腹となり引き合いが強まる事が予
想されますので、全体として相場は上昇傾向で推移するものと思われます。導入を希望される方は腹条件・分娩月
によって手配に時間がかかることも予想されますので、十分余裕をもってのお申込みをよろしくお願い申し上げます。

６月度　県内家畜市場成績　〔単位：円（税込）〕

市場名 種  別 成立
頭数

平均
体重 最  高 最  低 平  均 前回比

（
６
／
30
）

那
　
　
須

ホルス雄 79 66 216,000 78,840 173,620 13,478

F １雄 99 64 479,520 43,200 402,862 26,744

F １雌 86 61 413,640 183,600 338,643 29,069

（
６
／
27
）

館
　
　
林

ホルス雄 1 99 0 0 206,280 206,280

F １雄 3 99 473,040 460,080 468,360 ▲ 2,160

F １雌 7 95 393,120 293,760 365,503 9,103

　今回の初生牛取引価格は前回から比較し、概ね強含みで推移しています。那須市場では前
回の報告後も F1 雄価格は上昇を続け、６月 10 日には過去 3 年間の平均価格で最高額となる
415 千円を記録しました。Ｆ１雌も同日 342 千円と高値を付けています。例年夏から秋にかけ
て初生牛相場は下落基調になる事が多いですが、すでにかなりの高値になっていることからも、
例年の相場帯までは下がらず、概ね高値安定のまま若干弱含みで推移するものと思われます。
　館林市場では成立頭数が少なく回ごとに値動きを繰り返しながらも、概ね那須市場と似た
ような形で推移していくものと思われます。


